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3.1.1 概要（大湊側原子炉施設設置位置付近の地質・地質構造）

５号，６号及び７号炉周辺に分布する断層は，ＮＷ－ＳＥ～ＮＮＷ－ＳＳＥ走向で高角度の断層（Ｖ系断

層），層理面に平行な断層（Ｆ系断層），ＥＮＥ－ＷＳＷ走向で低角度で南に傾斜するＬ1 断層とそれから分

岐する層理面に平行なＬ2 断層，層理面に平行なａ断層（※1）とそれに合流する高角度のｂ断層（※1）からなる。

５号，６号及び７号炉原子炉施設設置位置付近（標高約－13m）の地質水平断面図

Ｄ
Ｄ

’

第404回審査会合
資料4-2-4 P.14修正

（※2）

（※1）a断層，ｂ断層については，

７号炉基礎掘削時に全て取り
除いており，現在は存在しな
い。

（※2）5号炉の地質水平断面につい

ては，建設時掘削底面の水平
断面図を記載



4

3.1.1 概要（５号炉心を通る汀線直交方向の地質断面図）
2016/11/15

追加

西山層

古安田層

椎谷層

新期砂層・沖積層

新期砂層・沖積層(Ｃ)

Ｄ Ｄ´

地質断面図（Ｄ―Ｄ’）



5

3.1.1 概要（５・6・7号炉心を通る汀線平行方向の地質断面図）

西山層

古安田層

椎谷層

新期砂層・沖積層

盛土・埋め戻し土

新期砂層・沖積層 (Ｃ)

※地層の色の淡い部分は，

掘削前の原地山における

地層分布を示す。

地質断面図（Ｃ―Ｃ’）

第404回審査会合
資料4-2-4 P.17修正
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3.1.4 Ｆ系断層（F系断層の性状）

Ｆ系断層は，NNW-SSW走向で西に緩く傾斜する層理面に平行な断層で，下

位からＦ2，Ｆ3 及びＦ４断層からなる。

幅0cm～20cm 程度の破砕部及びフィルム状～幅5cm程度の黒色粘土を伴う。

条線方向はばらついているが，Ｖ系断層を基準とすると逆断層的な変位を示す。

西山層

Ｆ3断層（６号炉B-E坑北側壁）

黒色粘土

破砕部

西山層

西山層

1㎝

※走向・傾斜は偏角補正済み

※断層の走向・傾斜は
代表的な値を表記

Ｆ3断層の条線方向

N1W17W

※走向・傾斜は偏角補正済み

Ｆ系断層の分布と性状

Ｆ2断層（Ｖ2-2坑 標高36.5m）

1㎝

第404回審査会合
資料4-2-4 P.22修正



５号炉
６号炉７号炉

Ｆ4断層分布図
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3.1.4 Ｆ系断層（F系断層の連続性）

５号，６号及び７号炉周辺で実施したボーリング調査により，Ｆ系断層の分布及

び連続性を把握した。

Ｆ2 断層は，西方（ボーリングNo.1，2，3 及び5 孔）には分布しないものの，

これ以外の５号， ６号及び７号炉周辺のほとんどのボーリングで分布が確認され

ており，比較的連続性が良い。

Ｆ3 断層は， ５号， ６号及び７号炉周辺のほとんどのボーリングで分布が確認さ

れており，連続性が良い。

Ｆ4 断層は，６号炉西方の限られた範囲にのみ分布し，連続性が悪い。

Ｆ3断層分布図Ｆ2断層分布図

第404回審査会合
資料4-2-4 P.41修正
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3.1.4 Ｆ系断層（Ｆ3断層の活動性（建設時の確認））

古安田層
（A2部層）

西山層古安田層
（A2部層）

西山層

Ｆ2～Ｆ4断層のうち，最も連続性が良いＦ3断層を大湊側のF系断層の代表とした。

Ｆ3断層と古安田層との関係を確認するため，-20ｍ坑から試掘坑による追跡調査を実施した。

その結果，Ｆ3断層は西山層上限面にごくわずかの変位を与えているものの，古安田層に入ってすぐに

消滅している。

※走向・傾斜は偏角補正済み

Ｆ３坑調査位置図

Ｆ３坑断面図

Ｆ３坑壁面スケッチ

Ｆ３坑壁面写真

第404回審査会合
資料4-2-4 P.42再掲
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3.1.4 Ｆ系断層（F3立坑調査結果の概要）

西山層（岩盤）

壁面地質スケッチ箇所

Ｆ5断層

立坑

古安田層
（上載層）

N44W3W

N40W24W

Ｆ3断層と古安田層との関係を再確認するため，立坑調査を

実施した。

Ｆ3断層②は拡幅前の南西窓部において，Ｆ３断層③は南西

窓部及び北東窓部において，古安田層に変位・変形を与え

ていない。

F3断層は，Ｌ１断層に変位・変形させられている。

以上のことから，古安田層堆積以降の活動は認められず，

将来活動する可能性のある断層等ではないと判断される。

※走向・傾斜は偏角補正済み

第404回審査会合
資料4-2-4 P.43再掲
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＜参考＞Ｆ3断層の活動性（新潟県中越沖地震に伴う活動）

新潟県中越沖地震に伴う活動の有無を確認した結果，

F3断層は古安田層に変位・変形を与えていない。

【調査の概念図】

5号炉
タービン建屋

6号炉
タービン建屋

6号炉
原子炉建屋 5号炉

原子炉建屋

F3断層
立坑

建屋設置レベルでの
F3断層の位置

立坑底盤レベルでの
F3断層の位置

変位はみられない

写真①

写真②

古安田層
古安田層

①
②

Ｆ３断層
Ｆ３断層

立坑南西側壁面写真

横坑壁面写真

立坑調査位置図

第404回審査会合
資料4-2-4 P.44再掲
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3.1 小括（大湊側）

大湊側の西山層中に分布する断層の性状及び活動性

粘土幅（cm） 破砕幅（cm） センス 変位量（ｍ）

Ｖ1断層 N32W83W ｆ～0.3　[ｆ] 0～4　[1] - - Ｌ1断層に切られる。 砂岩薄層を基準とした変位量は約2.5ｍ。

Ｖ２断層 N29W86W ｆ～0.5　[f] 0～20　[2] 正 約3.8
Ｆ3断層，Ｆ4断層と切り切られの関係

にある。

粘土幅・破砕幅は6・7号炉試掘坑調査によ
る。

Ｖ３断層 N38W82W 0.1～1.5 1～10 正 約3.8 Ｆ3断層に切られる。

Ｖ４断層 N10W48E 0.1～0.5 1～15 正 約2.0 Ｆ3断層に切られる。

Ｖa断層 N31W83W ｆ～0.2　[f] 0～9　[1] 正 1.1 Ｌ1断層に切られる。
近傍に同系の断層が分布し，合計の変位量
は1.35ｍ。

Ｖb断層 N28W84W ｆ～0.1　[ｆ] 0～6　[1] 正 約1.8 Ｌ1断層に切られる。
近傍に同系の断層が分布し，合計の変位量
は約3.0ｍ。

Ｖc断層 N30W90 ｆ～0.3　[ｆ] 0～10　[3] 正 0.8 Ｌ1断層に切られる。

Ｆ２断層 N 5E15W ｆ～0.5 1～10 － － －

Ｆ３断層 N7E17W ｆ～5　[1.9] 0～17　[8] 逆 －

Ｌ1断層が合流し変形を受けている。

Ｖ2断層と切り切られの関係にある。

Ｖ3断層，Ｖ4断層を切る。

変位センスはＶ３断層を基準。

粘土幅・破砕幅の平均値は6・7号炉試掘坑
調査による。

Ｆ４断層 － 0～5 0～20 － － Ｖ2断層と切り切られの関係にある。 破砕帯の幅はボーリング調査による。

Ｌ１断層 N67E18S 0～1.6　[0.2] 0～85　[15] 正 約9.0

Ｖ1断層，Ｖa断層，Ｖb断層，Ｖc断層

を切り，ａ断層，ｂ断層，Ｌ2断層を分

岐し，Ｆ3断層を変位・変形させ，合

流している。

L1坑及びL1立坑において，古安田

層に変位・変形を与えていない。

変位量は断層面沿いの落差。鉛直変位量は
約2ｍ。

Ｌ２断層 N10E13W ｆ～0.3　[ｆ] 0～65　[7] 逆 － L1断層に合流する。
L2坑において，古安田層に変位・変

形を与えていない。

ａ断層 N9E13W ｆ～0.2　[ｆ] 0～３１　[3] 逆 －
ｂ断層を分岐し，Ｌ1断層に合流す

る。

ｂ断層 N55W53N ｆ～0.2　[ｆ] 4～77　[28] 横ずれ － ａ断層，Ｌ1断層に合流する。

※断層の走向は偏角補正済
　[ ]の数値は平均値
　ｆ：フィルム状

走向傾斜
破砕帯の規模 変位

活動時期

破砕帯の規模，変位量及びF系断

層との切り合い関係から，V2断層を

大湊側V系断層の代表と判断。

V2断層は，V2坑及びV2立坑におい

て古安田層に変位・変形を与えてい
ない。

破砕帯の規模及び連続性から，F3

断層を大湊側F系断層の代表と判
断。

F3断層は，F3立坑において古安田

層に変位・変形を与えていない。

施工時に掘削・除去。

備考

Ｖ系断層

Ｆ系断層

Ｌ１・Ｌ２断層

ａ・ｂ断層

切り合い関係分類 断層名

第404回審査会合
資料4-2-4 P.45再掲
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3.1 小括（大湊側）

大湊側の敷地に分布する断層は，ＮＷ－ＳＥ～ＮＮＷ－ＳＳＥ走向で高角度の断層

（Ｖ系断層），層理面に平行な断層（Ｆ系断層），ＥＮＥ－ＷＳＷ走向で低角度で

南に傾斜するＬ1断層とそれから分岐する層理面に平行なＬ2断層に分類できる。

断層性状（破砕幅，変位量等）に基づき，Ｖ系はＶ２断層，Ｆ系はＦ３断層，Ｌ系は

Ｌ１断層が代表性を有する断層と評価される。

このうち，Ｌ１断層はＶ系断層の多くを切り，Ｆ３断層を変位・変形させていること

から最新活動を有する断層であると評価される。

試掘坑及び立坑調査結果によると，Ｌ1断層及びＬ2断層はそれぞれ古安田層に変位

を与えておらず，Ｖ2断層についても古安田層に変位・変形を与えていない。Ｆ3断

層については，試掘坑調査では古安田層中で変位が消滅しているとともに，立坑調

査では古安田層に変位・変形を与えていない。

以上のことから，いずれの断層も古安田層堆積以降の活動は認められず，将来活動

する可能性のある断層等ではないと判断される。

第404回審査会合
資料4-2-4 P.46再掲
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3.2.5 F系断層

F５断層は，西山層中に層理面とほぼ平行に分布しており，西山層の褶曲運動に伴って形

成された層面すべり断層と判断される。

F5立坑調査では，F５断層が古安田層と接する位置付近の古安田層中に高角度断層，西山

層上限面付近に低角度断層が分布しており，条線の方向や変位センスからF５断層の最大

傾斜方向の運動，高角度断層及び低角度断層は一連の正断層として活動したと判断される。

F5断層については，将来活動する可能性のある断層等に該当するか否かについて，一連

の正断層については，耐震重要施設等の下に分布する震源として考慮する活断層か否か等

について，①地形，②地質・地質構造及び③応力場等の観点から検討を行った。

西山層

古安田層

椎谷層

西山層

新期砂層

３・４号炉心を通る汀線平行方向の地質鉛直断面図

古安田層

一連の正断層

Ｆ５断層

Ｆ5断層及び一連の正断層の関係模式図

低角度断層

高角度断層

第404回審査会合
資料4-2-4 P.78修正



【地形】

リニアメントが判読されず，多数のボーリング調査の結果からも西山層上限面に系統的な標高差などは認められないことから

F５断層全体が中期更新世以降に累積的な活動を行っているとは考えられない。

【地質・地質構造】

（F5立坑）

F5断層の上載層の古安田層は，MIS9堆積物とこれを不整合に覆うMIS7堆積物からなる。

F5断層が古安田層と接する位置付近において，南傾斜・北傾斜の共役な高角度断層及び低角度断層が分布し，壁面観察結果及

び研磨片・薄片観察結果から，F５断層の最大傾斜方向の運動，高角度断層及び低角度断層は一連の正断層として活動したと判

断される。

試掘坑及びF５断層深部における条線・断層の運動センスから，正断層センスの運動は認められず，一連の正断層としての活動

は表層に限定されたものである。

一連の正断層（F5断層の最大傾斜方向の運動，高角度断層及び低角度断層）は，群列ボーリング調査結果によると標高-30m

付近のMIS9堆積物まで変位・変形を与えているものの，標高-30m以浅のMIS9堆積物からMIS7堆積物に変位・変形を与え

ていない。

（荒浜側防潮堤）

F5断層の上載層の古安田層は，MIS9堆積物とこれを不整合に覆うMIS7堆積物からなる。

MIS7堆積物下部は，概ね南に傾斜する堆積面を形成し，これらを覆うようにMIS7の腐植質シルト及び腐植混じりシルトが水

平に堆積している。

荒浜側防潮堤付近で実施した群列ボーリング調査結果によると，F5-16孔の標高-35.1ｍ付近及びF5-17孔の

標高-37.0ｍ付近の西山層中にF５断層が分布する。

F5-16孔及びF5-17孔で観察されたＦ5断層の条線の方向は，いずれも褶曲軸に高角度で交差する方向を示し，試掘坑，Ｆ５

立坑及びF5-9孔で確認された逆断層センスを示す条線の方向と調和しており，褶曲運動に伴う層面すべり断層の運動像と一

致する。

F5-16孔及びF5-17孔で観察されたＦ5断層には，F5立坑で見られたF5断層の最大傾斜方向の条線は認められないことから，

荒浜側防潮堤付近では，F5立坑に見られたような一連の正断層はなく，また，古安田層中にF5断層に関連する断層もない。
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3.2.5.2 一連の正断層の評価（総合検討）
第404回審査会合

資料4-2-4 P.141再掲



【応力場】

敷地周辺は圧縮応力場にあると考えられるが，敷地近傍・敷地の褶曲運動は停止しており，層面すべり断層

が構造運動に伴って正断層として活動することはないと考えられる。

以上のことから，地形，地質・地質構造及び応力場等を総合的に検討した結果，一連の正断層（F5断層の最

大傾斜方向の運動，高角度断層及び低角度断層）は，本変更申請における耐震重要施設等の下には存在しな

いことを確認した。また、深部への連続性がないことから震源として考慮する活断層ではないと判断される。

17

3.2.5.2 一連の正断層の評価（総合検討）
第404回審査会合

資料4-2-4 P.142修正
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3.2 小括（荒浜側）
荒浜側の敷地に分布する断層は，ＮＮＷ－ＳＳＥ走向で高角度の断層（Ｖ系断層），西山層の層理

面に平行な断層（Ｆ系断層），ＮＷ－ＳＥ走向で中角度北東傾斜の①断層とＮＷ－ＳＥ走向で高角

度南西傾斜の②断層（両断層は側方断層に連続し，環状を呈する），及びＮＮＥ－ ＳＳＷ走向で

高角度東傾斜のα・β断層に分類できる。

【V系断層，α・β断層，①・②断層】

断層性状（破砕幅，変位量等）に基づき，V系断層は３V-1断層が代表性を有する断層と評価される。

試掘坑による追跡調査の結果，3V-1断層及び①断層はそれぞれ古安田層に変位・変形を与えていな

い。α・β断層は１号炉北側法面において古安田層中に連続するものの，古安田層中の低角度小断

層で止まっており，これより上位には延びておらず，大湊砂層には変位・変形を与えていない。

以上のことから，これらの断層は少なくとも古安田層堆積終了以降の活動は認められず，将来活動

する可能性のある断層等ではないと判断される。

【F系断層】

地形，地質構造及び応力場等を総合的に検討した結果，F5断層は将来活動する可能性のある断層等

ではないと判断される。

一連の正断層（F5断層の最大傾斜方向の運動，高角度断層及び低角度断層）は，深部への連続性が

ないことから震源として考慮する活断層ではないと判断される。

第404回審査会合
資料4-2-4 P.144修正
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３．まとめ（敷地内の断層関係模式図）

敷地内の断層関係模式図

追加地質調査の結果を踏まえ，大湊側及び荒浜側の原子炉施設設置位置付近に広
がりを持って分布する断層は，少なくとも古安田層堆積終了以降の活動は認めら
れず，将来活動する可能性のある断層等ではないと評価した。

新期砂層・沖積層

第404回審査会合
資料4-2-4 P.145修正
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1. 調査内容

2. 敷地の地質・地質構造

3. 原子炉施設設置位置付近の断層

3.1 大湊側

3.1.1 概要

3.1.2 Ｌ１・Ｌ２断層

3.1.3 Ｖ系断層

3.1.4 Ｆ系断層

3.2 荒浜側

3.2.1 概要

3.2.2 Ｖ系断層

3.2.3 α・β断層

3.2.4 ①・②断層

3.2.5 Ｆ系断層

4. 耐震重要施設及び重大事故等対処施設付近の地質・地質構造

4.1 西山層支持の施設

4.2 第四紀層支持の施設
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4.耐震重要施設及び重大事故等対処施設付近の地質・地質構造

敷地内に設置される耐震重要施設及び重大事故等対処施設は，①西山層に直接基礎で岩着させるもの，②西山層に杭基礎で岩着
させるもの，③第四紀層に直接基礎で設置させるものに分類される。新規制基準ではこれら施設を「将来活動する可能性のある
断層等の露頭が無いことを確認した地盤に設置すること」とされている。

したがって，①及び②の施設については西山層に，③の施設については施設を設置する第四紀層に「将来活動する可能性のある
断層等の露頭が無いことを確認」する。

1.耐震重要施設 2.重大事故等対処施設

1-1.原子炉建屋（主排気筒含む） 2-1.廃棄物処理建屋

1-2.タービン建屋 2-2.５号炉原子炉建屋内緊急時対策所

1-3.コントロール建屋 2-3.格納容器圧力逃がし装置

1-4.軽油タンク 2-4.常設代替交流電源設備

1-5.貯留堰 2-5.取水路

敷地内の地質構造図

第404回審査会合
資料4-2-4 P.147修正
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4.1 西山層支持の施設（1）
西山層に支持される施設には，下図に示す通り，原子炉建屋や廃棄物処理建屋等がある。

地質調査結果より，西山層にみられる褶曲構造は少なくとも古安田層堆積終了以降の活動が認められないこ

と，主要な断層の活動性については，試掘坑及び立坑調査などにより少なくとも古安田層堆積終了以降の活

動が認められないことを確認していることから，西山層に支持される施設下に将来活動する可能性のある断

層等はないと判断される。 西山層支持の施設

1.耐震重要施設 2.重大事故等対処施設

1-1.原子炉建屋（主排気筒含む） 2-1.廃棄物処理建屋

1-2.タービン建屋 2-2.５号炉原子炉建屋内緊急時対策所

1-3.コントロール建屋 2-3.格納容器圧力逃がし装置

1-4.軽油タンク 2-4.常設代替交流電源設備

1-5.貯留堰 2-5.取水路

敷地内の地質構造図

第404回審査会合
資料4-2-4 P.149修正
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4.1 西山層支持の施設（2）－大湊側の施設－

西山層支持施設のうち，大湊側には耐震重要施設のタービン建屋，コントロール建屋及び軽油

タンク，並びに重大事故等対処施設の廃棄物処理建屋，格納容器圧力逃がし装置及び常設代替

交流電源設備は，原子炉建屋の極近傍に位置している。

西山層支持の施設

1.耐震重要施設 2.重大事故等対処施設

1-1.原子炉建屋（主排気筒含む） 2-1.廃棄物処理建屋

1-2.タービン建屋 2-2.５号炉原子炉建屋内緊急時対策所

1-3.コントロール建屋 2-3.格納容器圧力逃がし装置

1-4.軽油タンク 2-4.常設代替交流電源設備

1-5.貯留堰 2-5.取水路

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ位置図

第404回審査会合
資料4-2-4 P.150修正
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4.1 西山層支持の施設（3）－６号炉汀線直交断面－

西山層中にF1～ F4，V2，

Vc，L1，L2断層が分布し

ている。

6号炉直下には，V2，Vc，

L1 ，Ｌ2断層が分布して

いる。

西山層支持の施設

1.耐震重要施設 2.重大事故等対処施設

1-1.原子炉建屋（主排気筒含む） 2-1.廃棄物処理建屋

1-2.タービン建屋 2-2.５号炉原子炉建屋内緊急時対策所

1-3.コントロール建屋 2-3.格納容器圧力逃がし装置

1-4.軽油タンク 2-4.常設代替交流電源設備

1-5.貯留堰 2-5.取水路

断面位置図 廃棄物
処理建屋

コントロール建屋

新期砂層・沖積層(Ｃ)

盛土・埋め戻し土

断面図（Ａ－Ａ’）

第404回審査会合
資料4-2-4 P.151修正
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4.1 西山層支持の施設（4）－７号炉汀線直交断面－

西山層中にF1～ F3， V1，

Va，Vb，L1，L2断層が

分布している。

7号炉直下には， Va，

Vb，L1断層が分布してい

る。

西山層支持の施設

1.耐震重要施設 2.重大事故等対処施設

1-1.原子炉建屋（主排気筒含む） 2-1.廃棄物処理建屋

1-2.タービン建屋 2-2.５号炉原子炉建屋内緊急時対策所

1-3.コントロール建屋 2-3.格納容器圧力逃がし装置

1-4.軽油タンク 2-4.常設代替交流電源設備

1-5.貯留堰 2-5.取水路

常設代替交流電源設備

新期砂層・沖積層(Ｃ)
盛土・埋め戻し土

断面図（Ｂ－Ｂ’）

断面位置図

第404回審査会合
資料4-2-4 P.152修正
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4.1 西山層支持の施設（3）－５号炉汀線直交断面－

西山層中にF1～ F4，V３，

V４断層が分布している。

５号炉直下には， F2，

V3 ，V４断層が分布して

いる。

西山層支持の施設

1.耐震重要施設 2.重大事故等対処施設

1-1.原子炉建屋（主排気筒含む） 2-1.廃棄物処理建屋

1-2.タービン建屋 2-2.５号炉原子炉建屋内緊急時対策所

1-3.コントロール建屋 2-3.格納容器圧力逃がし装置

1-4.軽油タンク 2-4.常設代替交流電源設備

1-5.貯留堰 2-5.取水路

新期砂層・沖積層(Ｃ)

Ｄ Ｄ´

断面図（Ｄ―Ｄ’）

断面位置図

2016/11/15
追加



27

4.1 西山層支持の施設（5）－５・６･７号炉汀線平行断面－

西山層中にF1～ F3，V1

～ V4， Va～ Vｃ ， L1，

L2断層が分布している。

常設代替交流電源設備

西山層支持の施設

1.耐震重要施設 2.重大事故等対処施設

1-1.原子炉建屋（主排気筒含む） 2-1.廃棄物処理建屋

1-2.タービン建屋 2-2.５号炉原子炉建屋内緊急時対策所

1-3.コントロール建屋 2-3.格納容器圧力逃がし装置

1-4.軽油タンク 2-4.常設代替交流電源設備

1-5.貯留堰 2-5.取水路

新期砂層・沖積層(Ｃ)
盛土・埋め戻し土

断面図（Ｃ－Ｃ’）

断面位置図

第404回審査会合
資料4-2-4 P.153修正
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4.2 第四紀層支持の施設

第四紀層に支持される施設には，貯留堰と取水路がある。
第四紀層支持の施設

1.耐震重要施設 2.重大事故等対処施設

1-1.原子炉建屋（主排気筒含む） 2-1.廃棄物処理建屋

1-2.タービン建屋 2-2.５号炉原子炉建屋内緊急時対策所

1-3.コントロール建屋 2-3.格納容器圧力逃がし装置

1-4.軽油タンク 2-4.代替交流電源設備

1-5.貯留堰 2-5.取水路

敷地内の地質構造図

第404回審査会合
資料4-2-4 P.160修正


